
(57)【要約】

【課題】封止部分から袋端部までの距離が短く外観の良

好な吸収性物品用ガセット付き包装袋を生産性良く製造

し得る方法及び装置を提供すること。

【解決手段】包装袋１００に開口部を通じて袋内に吸収

性物品を充填した後、該開口部における相対向する側面

をそれぞれ内側に折り込みつつ相対向する上下面をそれ

ぞれ互いに近接させて一対のガセットＧを形成し、この

状態下に該開口部を幅方向に亘り熱融着して封止部１０

７を形成し、それとほぼ同時に封止部１０７の直ぐ外側

の位置において耳片部９を封止部１０７の形成温度より

も高温で溶断するか又は切断するガセット付き包装袋の

封止方法。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
開 口 部 が 略 四 角 形 状 の 開 口 状 態 と な っ て い る 包 装 袋 に 、 該 開 口 部 を 通 じ て 袋 内 に 内 容 物 で
あ る 吸 収 性 物 品 を 充 填 し た 後 、 該 開 口 部 に お け る 相 対 向 す る 側 面 を そ れ ぞ れ 内 側 に 折 り 込
み つ つ 相 対 向 す る 上 下 面 を そ れ ぞ れ 互 い に 近 接 さ せ て 一 対 の ガ セ ッ ト を 形 成 し 、 こ の 状 態
下 に 該 開 口 部 を 幅 方 向 に 亘 り 熱 融 着 し て 封 止 部 を 形 成 し 、 そ れ と ほ ぼ 同 時 に 該 封 止 部 の 直
ぐ 外 側 の 位 置 に お い て 耳 片 部 を 該 封 止 部 の 形 成 温 度 よ り も 高 温 で 溶 断 す る か 又 は 切 断 す る
吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ ト 付 き 包 装 袋 の 封 止 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
一 対 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー を 備 え 、 一 方 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー に お け る 先 端 部 に 該 ヒ ー ト シ ー
ル バ ー と は 別 材 か ら な る 溶 断 刃 が 取 り 付 け ら れ て お り 、 該 溶 断 刃 は 該 ヒ ー ト シ ー ル バ ー と
は 独 立 に 該 ヒ ー ト シ ー ル バ ー よ り も 高 温 に 加 熱 可 能 に な さ れ て い る 吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ ト
付 き 包 装 袋 の 封 止 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 溶 断 刃 は 断 熱 材 を 介 し て 前 記 ヒ ー ト シ ー ル バ ー の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項
２ 記 載 の 封 止 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 溶 断 刃 は そ の 先 端 部 が 、 前 記 ヒ ー ト シ ー ル バ ー の 先 端 部 に お け る シ ー ル 部 と 面 一 と な
る よ う に 該 ヒ ー ト シ ー ル バ ー に 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の 封 止 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー に お け る 側 面 の う ち 、 包 装 袋 の 封 止 時 に 該 袋 と 対 向 す る 側 に 断 熱 材 が
そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 ２ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の 封 止 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
一 対 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー を 備 え 、 一 方 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー に お け る 先 端 部 に 、 該 ヒ ー ト シ
ー ル バ ー の シ ー ル 部 を 越 え て 延 び る 切 断 刃 が 形 成 さ れ て お り 、 他 方 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー が
該 切 断 刃 の 受 け 刃 を 兼 ね て い る 吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ ト 付 き 包 装 袋 の 封 止 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー に お け る 側 面 の う ち 、 包 装 袋 の 封 止 時 に 該 袋 と 対 向 す る 側 に 断 熱 材 が
そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 ６ 記 載 の 封 止 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 吸 収 性 物 品 が 充 填 さ れ た ガ セ ッ ト 付 き 包 装 袋 の 開 口 部 を 封 止 す る 方 法 及 び 該 開
口 部 の 封 止 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
一 般 に 紙 お む つ や 生 理 用 ナ プ キ ン 等 の 圧 縮 可 能 な 物 品 を パ ッ ク 詰 め す る 場 合 に は 熱 可 塑 性
樹 脂 製 の 包 装 袋 が 用 い ら れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の 包 装 袋 は ガ セ ッ ト チ ュ
ー ブ 袋 と 称 さ れ 、 直 方 体 形 状 の 袋 の 一 面 が 開 口 し て お り 、 そ の 両 側 面 の 中 央 に 形 成 さ れ た
折 り 目 に 沿 っ て 内 側 に 折 り 込 ま れ る こ と に よ り ガ セ ッ ト が 形 成 さ れ 、 シ ー ト 状 に 折 り 畳 め
る も の で あ る 。 こ の よ う な 包 装 袋 に 物 品 を 充 填 し た 後 そ の 開 口 部 を 封 止 す る 場 合 に は 一 般
に 溶 断 や 融 着 と 切 断 の 組 み 合 わ せ が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 本 出 願 人 は 先 に 熱 可 塑 性 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ か ら 袋 を 製 造 す る 方 法 を 提 案 し た （ 特 許
文 献 ２ 参 照 ） 。 こ の 製 造 方 法 に お い て は 、 前 記 チ ュ ー ブ を 長 手 方 向 に 搬 送 し て 所 定 位 置 で
位 置 決 め し た 後 に 、 該 チ ュ ー ブ を そ の 先 端 開 口 部 か ら 所 定 長 さ を お い て 溶 断 す る と 共 に 該
溶 断 端 部 よ り 該 チ ュ ー ブ の 搬 送 方 向 の 僅 か 後 方 に お い て 該 チ ュ ー ブ を 切 断 し 、 溶 断 端 部 及
び 切 断 端 部 を 両 端 部 と す る 分 離 部 分 を 筒 状 体 か ら 分 離 し て 、 一 端 部 に 上 記 溶 断 に よ り 熱 封
さ れ た 熱 封 部 を 有 し 他 端 部 に 開 口 部 を 有 す る 袋 を 逐 次 製 造 す る 。 こ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、
溶 断 部 の 外 側 に 大 き な 耳 片 が 発 生 し な い の で 、 製 造 さ れ た 袋 の 外 観 が 良 好 に な る 。 し か し
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、 加 工 速 度 を 高 め て 製 造 効 率 を 上 げ よ う と す る と 、 樹 脂 の 融 着 と 切 断 と の バ ラ ン ス を と る
こ と が 難 し く 溶 断 時 に 溶 融 し た 樹 脂 の 糸 引 き が 生 じ 易 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 熱 可 塑 性 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ を 間 欠 的 に 移 送 し 、 そ の 停 止 時 に 該 チ ュ ー ブ を 幅 方 向 に ヒ
ー ト シ ー ル し 、 そ れ と 同 時 に ヒ ー ト シ ー ル 部 の 近 傍 の 位 置 に お い て 鋸 歯 状 刃 に よ っ て 幅 方
向 に ミ シ ン 目 を 入 れ る 方 法 も 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。 し か し こ の 方 法 で は 、 ヒ
ー ト シ ー ル 及 び ミ シ ン 目 の 形 成 が チ ュ ー ブ 移 送 の 停 止 時 に 行 わ れ る の で 生 産 性 が 良 好 と は
言 え な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ２ ６ ３ １ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － ３ ９ ９ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
実 開 昭 ４ ９ － ８ ９ １ １ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
従 っ て 本 発 明 は 、 封 止 部 分 か ら 袋 端 部 ま で の 距 離 が 短 く 外 観 の 良 好 な 吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ
ト 付 き 包 装 袋 を 生 産 性 良 く 製 造 し 得 る 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 開 口 部 が 略 四 角 形 状 の 開 口 状 態 と な っ て い る 包 装 袋 に 、 該 開 口 部 を 通 じ て 袋 内
に 内 容 物 で あ る 吸 収 性 物 品 を 充 填 し た 後 、 該 開 口 部 に お け る 相 対 向 す る 側 面 を そ れ ぞ れ 内
側 に 折 り 込 み つ つ 相 対 向 す る 上 下 面 を そ れ ぞ れ 互 い に 近 接 さ せ て 一 対 の ガ セ ッ ト を 形 成 し
、 こ の 状 態 下 に 該 開 口 部 を 幅 方 向 に 亘 り 熱 融 着 し て 封 止 部 を 形 成 し 、 そ れ と ほ ぼ 同 時 に 該
封 止 部 の 直 ぐ 外 側 の 位 置 に お い て 耳 片 部 を 該 封 止 部 の 形 成 温 度 よ り も 高 温 で 溶 断 す る か 又
は 切 断 す る 吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ ト 付 き 包 装 袋 の 封 止 方 法 を 提 供 す る こ と に よ り 前 記 目 的 を
達 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 本 発 明 は 、 一 対 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー を 備 え 、 一 方 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー に お け る 先 端 部
に 該 ヒ ー ト シ ー ル バ ー と は 別 材 か ら な る 溶 断 刃 が 取 り 付 け ら れ て お り 、 該 溶 断 刃 は 該 ヒ ー
ト シ ー ル バ ー と は 独 立 に 該 ヒ ー ト シ ー ル バ ー よ り も 高 温 に 加 熱 可 能 に な さ れ て い る 吸 収 性
物 品 用 ガ セ ッ ト 付 き 包 装 袋 の 封 止 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
更 に 本 発 明 は 、 一 対 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー を 備 え 、 一 方 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー に お け る 先 端 部
に 、 該 ヒ ー ト シ ー ル バ ー の シ ー ル 部 を 越 え て 延 び る 切 断 刃 が 形 成 さ れ て お り 、 他 方 の ヒ ー
ト シ ー ル バ ー が 該 切 断 刃 の 受 け 刃 を 兼 ね て い る 吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ ト 付 き 包 装 袋 の 封 止 装
置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 を 、 そ の 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ き 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ に は 、
本 発 明 に よ っ て 得 ら れ る 吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ ト 付 き 包 装 袋 の 一 例 が 示 さ れ て い る 。 包 装 袋
１ ０ ０ は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ の 前 後 を 封 止 し て 略 直 方 体 形 に 形 成 さ れ て お り 、 相
対 向 す る 側 面 １ ０ １ ， １ ０ １ 、 上 面 １ ０ ２ 及 び 下 面 １ ０ ３ を 有 し て い る 。 側 面 １ ０ １ ， １
０ １ に は 、 袋 １ ０ ０ の 前 後 方 向 に 延 び る 折 り 目 １ ０ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 折 り 目 １ ０
４ に 沿 っ て 側 面 １ ０ １ が 内 側 に 折 り 込 ま れ る よ う に な っ て い る 。 袋 １ ０ ０ の 前 後 面 １ ０ ５
， １ ０ ６ に は 封 止 部 １ ０ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に は 、 図 １ に 示 す 吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ ト 付 き 包 装 袋 の 封 止 装 置 の 一 実 施 形 態 が 示 さ れ
て い る 。 ま た 図 ３ に は 、 図 ２ に 示 す 封 止 装 置 の 要 部 拡 大 図 が 示 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の
封 止 装 置 １ は 、 一 対 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ を 備 え て い る 。 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２
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ａ ， ２ ｂ は 板 状 の も の で あ り 、 そ の 長 手 方 向 が 水 平 方 向 と な る よ う に 且 つ 上 下 関 係 の 位 置
と な る よ う に 互 い に 平 行 に 配 さ れ て い る 。 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ は 上 下 方 向 に 移
動 可 能 に な っ て お り 、 互 い に 接 近 及 び 離 間 す る よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 側 に 位 置 す る ヒ ー ト シ ー ル バ ー （ 以 下 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ
ー と い う ） ２ ａ は そ の 先 端 部 、 即 ち 下 端 部 に 切 り 欠 き 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 切 り 欠 き
部 に は 、 後 述 す る よ う に 溶 断 刃 ５ が 取 り 付 け ら れ る 。 切 り 欠 き 部 は カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２
ａ の 側 面 の う ち 、 袋 １ ０ ０ の 封 止 時 に 該 袋 １ ０ ０ と 対 向 し な い 側 に 形 成 さ れ て い る 。 カ ッ
ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ の 先 端 部 は 幅 狭 の シ ー ル 部 ３ ａ と な っ て い る 。 一 方 、 下 側 に 位 置 す る
ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ｂ は 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ に 対 す る 受 け 部 と な っ て い る （ 以 下 、
下 側 に 位 置 す る シ ー ル バ ー を 受 け 側 シ ー ル バ ー と い う ） 。 受 け 側 シ ー ル バ ー ２ ｂ の シ ー ル
部 ３ ｂ は 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ の シ ー ル 部 ３ ａ よ り も 幅 広 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ に は 、 そ の 長 手 方 向 に 亘 っ て 穴 部 ４ ａ ， ４ ｂ が 形 成 さ れ て
お り 、 こ の 穴 部 ４ ａ ， ４ ｂ 内 に 電 熱 ヒ ー タ 等 の 加 熱 手 段 が 挿 入 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 各 ヒ
ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ は 所 定 温 度 に 加 熱 可 能 に な さ れ て い る 。 加 熱 温 度 は 封 止 す る 材
料 に 応 じ て 異 な る が 、 一 般 に カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ の 方 が 、 受 け 側 シ ー ル バ ー ２ ｂ よ り
も 高 温 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ の 先 端 部 に 形 成 さ れ た 切 り 欠 き 部 に は 、 該 シ
ー ル バ ー ２ ａ と は 別 材 か ら な る 溶 断 刃 ５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 溶 断 刃 ５ は 、 カ ッ ト 側 シ
ー ル バ ー ２ ａ の 側 面 の う ち 、 袋 １ ０ ０ の 封 止 時 に 該 袋 １ ０ ０ と 対 向 し な い 側 に 取 り 付 け ら
れ て い る 。 溶 断 刃 ５ は そ の 長 手 方 向 の 寸 法 が 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ の 長 手 方 向 の 寸 法
と 同 じ に な っ て い る 。 溶 断 刃 ５ は そ の 先 端 に 向 か う に つ れ そ の 厚 み が 漸 次 薄 く な っ て お り
、 先 端 部 に お い て は ほ ぼ 厚 み の な い 線 状 と な っ て い る 。 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ と
同 様 に 、 溶 断 刃 ５ に も 長 手 方 向 に 亘 っ て 穴 部 ４ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 穴 部 ４ ｃ 内 に 電
熱 ヒ ー タ 等 の 加 熱 手 段 が 挿 入 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 溶 断 刃 ５ は 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ，
２ ｂ と は 別 個 独 立 に 加 熱 可 能 に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 溶 断 刃 ５ は そ れ が 取 り 付 け ら れ
て い る カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ よ り も 高 温 に 加 熱 可 能 に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 溶 断 刃 ５ は 、 断 熱 材 ６ を 介 し て カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ に 取 り 付 け ら
れ て い る 。 こ の 断 熱 材 ６ に よ っ て 、 溶 断 刃 ５ を カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ よ り も 高 温 に 加 熱
し て も 、 そ の 熱 が カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ に 伝 わ り に く く な り 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ
の 温 度 を 溶 断 刃 ５ の 温 度 よ り も 低 く 保 つ こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ
ー ２ ａ に よ る 熱 融 着 と 溶 断 刃 ５ に よ る 溶 断 と を 別 個 独 立 に 首 尾 良 く 行 う こ と が で き る 。 断
熱 材 ６ と し て は 、 例 え ば シ リ コ ン ゴ ム な ど の 耐 熱 性 ゴ ム 、 セ ラ ミ ッ ク ス 、 ポ リ 四 フ ッ 化 エ
チ レ ン な ど の 耐 熱 性 高 分 子 樹 脂 、 ア ス ベ ス ト な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
別 材 か ら な る 溶 断 刃 ５ を カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ に 取 り 付 け る こ と は 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ
ー ２ ａ に よ る 熱 融 着 と 溶 断 刃 ５ に よ る 溶 断 と の 条 件 設 定 を 別 個 に 行 う こ と が で き る と い う
利 点 と な る 。 こ の 利 点 に 加 え 、 溶 断 刃 ５ の 取 り 付 け 位 置 を 調 整 す る こ と で 、 カ ッ ト 側 シ ー
ル バ ー ２ ａ に よ る 熱 融 着 で 形 成 さ れ た 封 止 部 と 、 溶 断 刃 ５ に よ る 溶 断 部 と の 距 離 を 調 整 で
き る と い う 利 点 も あ る 。 こ の 利 点 は 、 加 工 速 度 や 樹 脂 の 種 類 に 応 じ て 溶 断 部 の 位 置 を 調 整
し 溶 断 を 首 尾 良 く 行 う 点 か ら 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
溶 断 刃 ５ は そ の 先 端 部 が 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ の 先 端 部 に お け る シ ー ル 部 ３ ａ と 面 一
と な る よ う に 該 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 取 り 付 け 状 態
と す る こ と に よ っ て 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ に よ る 熱 融 着 と 溶 断 刃 ５ に よ る 溶 断 と を ほ
ぼ 同 時 に 行 う こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ に お け る 側 面 の う ち 、 袋 １ ０ ０ の 封 止 時 に 該 袋 １ ０ ０ と 対
向 す る 側 に は 、 断 熱 材 ７ ａ ， ７ ｂ が そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 断 熱 材 ７ ａ ，
７ ｂ に よ っ て 袋 １ ０ ０ の 封 止 時 に 、 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ か ら 生 じ た 熱 が 袋 １ ０
０ に 伝 わ り に く く な り 、 袋 １ ０ ０ の 意 図 し な い 溶 融 が 防 止 さ れ る 。 断 熱 材 ７ ａ ， ７ ｂ と し
て は 、 溶 断 刃 ５ を カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ に 取 り 付 け る と き に 用 い ら れ る 断 熱 材 ６ と 同 様
の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
封 止 装 置 １ は 更 に 一 対 の ガ セ ッ ト 板 ８ ， ８ を 備 え て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ガ セ ッ ト 板
８ ， ８ は 袋 １ ０ ０ の 各 側 面 １ ０ １ ， １ ０ １ の 側 方 の 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た ガ セ ッ ト
板 ８ は 、 封 止 装 置 を 平 面 視 し た と き に 、 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ の 位 置 よ り も 後 方
の 位 置 、 即 ち 袋 １ ０ ０ に 収 納 さ れ た 内 容 物 に 近 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 各 ガ セ ッ ト 板 ８
， ８ は 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ の 接 近 及 び 離 間 動 作 に リ ン ク し て 水 平 方 向 へ 移 動 し
て 接 近 及 び 離 間 す る よ う に 動 作 す る 。 ガ セ ッ ト 板 ８ の 先 端 部 は 三 角 形 と な っ て い る 。 ガ セ
ッ ト 板 ８ ， ８ が 互 い に 近 接 し て そ の 先 端 部 が 袋 １ ０ ０ に お け る 各 側 面 １ ０ １ ， １ ０ １ を 押
し 込 む と 、 各 側 面 １ ０ １ ， １ ０ １ は 折 り 目 １ ０ ４ に 沿 っ て 内 側 に 折 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 封 止 装 置 を 用 い た 袋 １ ０ ０ の 封 止 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、
熱 可 塑 性 樹 脂 製 の チ ュ ー ブ に お け る 一 方 の 開 口 部 を 所 定 手 段 に よ っ て 封 止 し て 袋 １ ０ ０ を
形 成 し た 後 、 他 方 の 開 口 部 を 略 四 角 形 の 開 口 状 態 と な す 。 こ の 開 口 状 態 と な す に は 、 例 え
ば 吸 引 手 段 等 を 用 い て 袋 の 上 下 面 １ ０ ２ ， １ ０ ３ を 保 持 す れ ば よ い 。 こ の 状 態 下 に 開 口 部
を 通 じ て 袋 １ ０ ０ 内 に 内 容 物 で あ る 各 種 吸 収 性 物 品 を 充 填 す る 。 こ の 状 態 で は 、 図 ２ に 示
す よ う に 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ は 、 袋 １ ０ ０ の 開 口 部 付 近 の 上 下 面 １ ０ ２ ， １ ０
３ か ら 上 下 方 向 に 離 れ た 位 置 に そ れ ぞ れ 待 機 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
内 容 物 の 充 填 が 完 了 す る と 、 上 下 面 １ ０ ２ ， １ ０ ３ の 上 下 に 待 機 し て い た 各 ヒ ー ト シ ー ル
バ ー ２ ａ ， ２ ｂ が そ れ ぞ れ 下 降 及 び 上 昇 し て 互 い に 接 近 す る 。 こ れ に リ ン ク し て 袋 １ ０ ０
の 各 側 面 １ ０ １ ， １ ０ １ の 側 方 に 待 機 し て い た 各 ガ セ ッ ト 板 ８ ， ８ が 互 い に 接 近 す る 。 そ
し て ガ セ ッ ト 板 ８ の 押 し 込 み に よ っ て 各 側 面 １ ０ １ ， １ ０ １ が そ れ ぞ れ 内 側 に 折 り 込 ま れ
る 。 こ れ と 共 に 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ に よ っ て 相 対 向 す る 上 下 面 が 互 い に 近 接 す
る 。 そ の 結 果 、 図 ４ に 示 す よ う に 袋 １ ０ ０ の 開 口 部 に 一 対 の ガ セ ッ ト Ｇ ， Ｇ が 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ガ セ ッ ト Ｇ の 形 成 後 、 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ は 開 口 部 が 閉 塞 さ れ る ま で 互 い に 接
近 す る が 、 ガ セ ッ ト 板 ８ ， ８ は 側 方 へ 待 避 す る 。 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー ２ ａ ， ２ ｂ に よ っ て
開 口 部 が 完 全 に 閉 塞 さ れ た 状 態 が 図 ３ に 示 す 状 態 で あ る 。 こ の 状 態 に お い て は 、 カ ッ ト 側
シ ー ル バ ー ２ ａ の 先 端 部 に お け る シ ー ル 部 ３ ａ と 受 け 側 シ ー ル バ ー ２ ｂ の シ ー ル 部 ３ ｂ と
に よ っ て 開 口 部 が 加 熱 下 に 挟 圧 さ れ て 熱 融 着 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 封 止 部 １ ０ ７ （ 図 １ 参
照 ） が 形 成 さ れ る 。 こ れ と ほ ぼ 同 時 に 封 止 部 の 直 ぐ 外 側 の 位 置 に お い て 、 溶 断 刃 ５ の 先 端
部 と 受 け 側 シ ー ル バ ー ２ ｂ の シ ー ル 部 ３ ｂ と に よ っ て 、 開 口 部 先 端 に 位 置 す る 耳 片 部 ９ （
図 ３ 参 照 ） が 溶 断 さ れ る 。 こ の と き 、 耳 片 部 ９ の 溶 断 温 度 は 、 封 止 部 の 形 成 温 度 よ り も 高
温 と す る 。 例 え ば ポ リ エ チ レ ン 製 の 袋 を 用 い る 場 合 に は 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ ａ の 温 度
を １ ５ ０ ～ ２ ５ ０ ℃ と し 、 受 け 側 シ ー ル バ ー ２ ｂ の 温 度 を １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ と す る 。 ま た
溶 断 刃 ５ の 温 度 を ２ ５ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の 操 作 に よ っ て 封 止 部 の 形 成 と 耳 片 部 ９ の 溶 断 と を 別 個 に 且 つ ほ ぼ 同 時 に 行 う こ と が
で き る 。 そ の 結 果 、 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た ヒ ー ト シ ー ル バ ー の み で 封 止
及 び 溶 断 を 一 緒 に 行 っ て い た 従 来 の 方 法 と 異 な り 、 溶 断 に 起 因 す る 溶 融 樹 脂 の 糸 引 き が 起
こ り に く く な る 。 ま た 図 ５ に 示 す よ う に 封 止 後 の 袋 に お け る 封 止 部 １ ０ ７ の 先 端 か ら 袋 端
部 ま で の 距 離 Ｄ を １ ～ ２ ｍ ｍ 程 度 に 抑 え る こ と が で き 、 封 止 後 の 袋 の 外 観 が 良 好 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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図 ６ に は 本 発 明 の 封 止 装 置 の 別 の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に つ い て は 、 先
に 説 明 し た 実 施 形 態 と 異 な る 点 に つ い て の み 説 明 し 、 特 に 説 明 し な い 点 に つ い て は 、 先 に
説 明 し た 実 施 形 態 に 関 し 詳 述 し た 説 明 が 適 宜 適 用 さ れ る 。 ま た 、 図 ６ に お い て 、 図 ３ と 同
じ 部 材 に 同 じ 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ６ に 示 す 実 施 形 態 の 封 止 装 置 は 、 一 対 の ヒ ー ト シ ー ル バ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ を 備 え て い る
。 上 側 に 位 置 す る カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー １ ２ ａ は 、 そ の 先 端 部 に 幅 狭 の シ ー ル 部 １ ３ ａ を 有
し て い る 。 更 に カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー １ ２ ａ に は 、 シ ー ル 部 １ ３ ａ を 越 え て 延 び る 切 断 刃 １
５ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 下 側 に 位 置 す る 受 け 側 シ ー ル バ ー １ ２ ｂ の シ ー ル 部 １ ３ ｂ は
、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー １ ２ ａ の シ ー ル 部 １ ３ ａ と ほ ぼ 同 幅 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
切 断 刃 １ ５ は 、 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ が 接 近 し て 閉 じ た 状 態 で 、 受 け 側 シ ー
ル バ ー １ ２ ｂ の 側 面 に ま で 達 す る 長 さ に な っ て い る 。 こ の 状 態 に お い て は 、 切 断 刃 １ ５ は
受 け 側 シ ー ル バ ー １ ２ ｂ の 側 面 と 接 し て い る 。 そ し て 、 受 け 側 シ ー ル バ ー １ ２ ｂ に お け る
該 側 面 は 、 切 断 刃 １ ５ の 受 け 刃 と な っ て い る 。 つ ま り 受 け 側 シ ー ル バ ー １ ２ ｂ は 、 カ ッ ト
側 シ ー ル バ ー １ ２ ａ に よ る ヒ ー ト シ ー ル の 受 け 部 と し て 作 用 す る と 共 に 切 断 刃 １ ５ に よ る
切 断 の 受 け 刃 と し て も 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 封 止 装 置 を 用 い た 袋 １ ０ ０ の 封 止 方 法 は 次 の 通 り で あ る 。 袋 １ ０ ０ へ の 内 容 物 の 充 填
及 び 開 口 部 に ガ セ ッ ト を 形 成 す る 工 程 ま で は 先 に 述 べ た 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 ガ セ ッ ト
の 形 成 後 、 各 ヒ ー ト シ ー ル バ ー １ ２ ａ ， １ ２ ｂ が 更 に 接 近 す る と 、 開 口 部 の 先 端 に 位 置 す
る 耳 片 部 ９ が 切 断 刃 １ ５ と 受 け 側 シ ー ル バ ー １ ２ ｂ と に よ る 剪 断 作 用 に よ っ て 切 断 さ れ る
。 こ れ に 僅 か に 遅 れ て 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー １ ２ ａ の シ ー ル 部 １ ３ ａ と 受 け 側 シ ー ル バ ー
１ ２ ｂ の シ ー ル 部 １ ３ ｂ と に よ っ て 開 口 部 が 加 熱 下 に 挟 圧 さ れ て 熱 融 着 さ れ る 。 こ れ に よ
っ て 封 止 部 が 形 成 さ れ る 。 こ の と き 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー １ ２ ａ 及 び 受 け 側 シ ー ル バ ー １
２ ｂ の 加 熱 温 度 は 先 に 述 べ た 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の 操 作 に よ っ て も 、 先 に 述 べ た 実 施 形 態 と 同 様 に 、 封 止 部 の 形 成 と 耳 片 部 ９ の 切 断 と
を 別 個 に 且 つ ほ ぼ 同 時 に 行 う こ と が で き 、 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 更 に 本 実 施
形 態 に お い て は 、 耳 片 部 ９ を 溶 断 で は な く 切 断 に よ っ て 切 り 離 し て い る の で 、 先 に 述 べ た
実 施 形 態 以 上 に 溶 融 樹 脂 の 糸 引 き が 起 こ り に く く な る と い う 利 点 が あ る 。 本 実 施 形 態 に お
い て は 、 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー １ ２ ａ に お け る シ ー ル 部 １ ３ ａ の 幅 を 適 宜 調 整 す る こ と で 、
カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー ２ １ ａ に よ る 熱 融 着 で 形 成 さ れ た 封 止 部 と 、 切 断 刃 １ ５ に よ る 切 断 位
置 と の 距 離 を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 説 明 し た 本 発 明 の 方 法 及 び 装 置 は 、 例 え ば 圧 縮 可 能 な 物 品 で あ る 使 い 捨 て お む つ や 生
理 用 ナ プ キ ン な ど の 吸 収 性 物 品 を 包 装 す る 袋 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 封 止 部 分 か ら 袋 端 部 ま で の 距 離 が 短 く 外 観 の 良 好 な 吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ
ト 付 き 包 装 袋 を 生 産 性 良 く 製 造 す る こ と が で き る 。 特 に 本 発 明 に よ れ ば 、 封 止 部 の 形 成 条
件 と 耳 片 部 の 切 り 離 し の 条 件 と を 別 個 に 設 定 す る こ と が で き る の で 、 高 速 加 工 を 行 っ て も
溶 断 に 起 因 す る 溶 融 樹 脂 の 糸 引 き が 起 こ り に く く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ っ て 得 ら れ る 吸 収 性 物 品 用 ガ セ ッ ト 付 き 包 装 袋 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 封 止 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 封 止 装 置 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 装 置 を 用 い て 袋 を 封 止 す る 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 封 止 後 の 袋 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 本 発 明 の 封 止 装 置 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 （ 図 ３ 相 当 図 ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 封 止 装 置
２ ａ ， １ ２ ａ 　 カ ッ ト 側 シ ー ル バ ー
２ ｂ ， １ ２ ｂ 　 受 け 側 シ ー ル バ ー
３ ａ ， ３ ｂ 　 シ ー ル 部
５ 　 溶 断 刃
６ ， ７ ａ ， ７ ｂ 　 断 熱 材
８ 　 ガ セ ッ ト 板
９ 　 耳 片 部
１ ５ 　 切 断 刃
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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